
令和元年度 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業 第３回 AD合同会議「事前課題」 

名古屋市（南ブロック） 

１．令和元年度の達成目標・取組状況  

令和元年度の達成目標 取組状況 

高齢者支援機関との連携 

 

 

 

 

地域包括支援センター職員を招いて、院内見学ツアーを実

施し、高齢者を支援した実際の事例について、事例検討会

を実施。この取り組みから、これまで保健センターが入っ

ていなかった、基幹相談支援センター及び地域包括支援セ

ンターの連絡会議に、ブロックの活動を通じ参加するよう

になった。 

ピアサポーターの活用 

 

精神科病院にて 2名のピアサポーターが退院への動機付け

支援を実施。 

 

地域移行支援制度の周知及び一般相談支援事

業所の育成 

圏域内の 2つの精神科病院に対し、制度説明会を実施。 

 

 

２．支援事業の成果  

・広域 AD 及び都道府県等密着 AD の支援を受けることにより、ブロックの取り組みを外部の目から見て

いただき、助言を受けることにより、様々な視点から施策を実行できている。 

 密着 AD は、地域支援南ブロック調整会議の議題や、ブロックの方向性を検討する上で、事務局の助言

者並びに相談者としての役割を担っていただいている。 

 

３．次年度に向けた課題等 

・圏域内での課題である一般相談支援事業所の数が少なく、地域移行支援に取り組む事業所が少ない。 

 その理由を分析し、保健センター、基幹相談支援センター等との連携を図り、人材育成を担っていく。  

 そのためには、一般相談支援事業所の経営モデルを伝える取り組みも必要。 

・各区の自立支援連絡協議会との連携 

 

 

４．課題の解決に向けた 令和２年度の取組方針 

・地域精神保健医療福祉資源分析データベース：リムラッドの活用。 

・計画相談支援事業所向け研修会の実施。 

 


